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　平成26年6月7日にホテル日航奈良を会場として，
第32回日本メタリックステント＆グラフト研究会を
開催させていただくことになりました。日本メタリッ
クステント＆グラフト研究会会員ならびに幹事・世
話人の先生方には本会開催に際して多大な御支援・
御協力を賜りましたことにこの場をお借りして厚く
御礼申し上げます。とくに世話人代表の奈良県立医
科大学放射線科の吉川公彦教授には会場設定も含め
て手取り足取り御指導を頂戴し誠に感謝いたします。
　そもそも私のメタリックステントグラフトとの出
会いはスイスのチューリッヒ大学医学部放射線科に
勤務していた時代にさかのぼります。順天堂大学医
学部消化器内科で医学博士号を取得してのちすぐに
チューリッヒ大学医学部附属病院で働いてみないか
とのお誘いがあり，臨床スタッフメンバーとしての
地位と充分な給料がもらえるという話に釣られてふ
たつ返事でスイスに赴任しました。当時日本で私が
所属していた順天堂大学医学部消化器内科は胃癌二
重造影診断の開拓者である故白壁彦夫教授が主宰さ
れていましたので，消化器内科というよりも消化器
放射線科といってもよいほど放射線診断学を主なも
のとしていました。白壁先生は海外では放射線診断
学の権威としてとても有名でしたので，諸外国か
らの医師の見学や技術指導を受けにくる医師も多く
internationalな医局でもありました。外国人医師に
対して臆しないで付きあえるようになれたのはこの
医局のおかげだと思っています。
　1989年6月からチューリッヒ大学医学部放射線科
に赴任しました。チューリッヒはスイスのなかでは
ドイツ語圏なのでその名称は，Universitäts Spital 
Zürich, Departemente Medicinische Radiologie, 
Institut für Diagnostische und Interventionelle 
Radiologie（英語表記では，University Hospital of 
Zurich, Department of Diagnostic Radiology and 
Interventional Radiologyとなります）で，職位は最
初の年がOber Arzt，そして翌年からLeitender Arzt
として消化器放射線診断と消化器interventional 

radiology（IVR）の責任者として診療に従事していま
した。順天堂大学医学部消化器内科時代に消化管（胃，
小腸，大腸）の二重造影検査や，血管造影検査・動脈
塞栓術・PTCDなどの手技を修練していたことがと
ても役立ちました。このチューリッヒ時代に胆管メ
タリックステントを用いた閉塞性黄疸の治療をはじ
めました。今回，第32回研究会に特別講演者として
招聘したProf.Thomas Pfammatterは当時いっしょ
にチューリッヒ大学医学部放射線科で働いていたと
くに仲の良かった私の同僚です。彼にはこのたび特
別講演としてヨーロッパでの大動脈ステントグラフ
トのトレンドとトピックについて述べてもらうこと
になっています。
　その後約3年間チューリッヒで診療に従事したの
ち帰国し，日本でメタリックステントの仕事を始め
たころに奈良県立医科大学放射線科の故打田日出夫
教授からステント研究会への参加のお声掛けをして
いただきました。何回か研究会での演題発表を行っ
てからしばらくして，打田先生から「この研究会は
放射線科主体の研究会であるが，小川はスイスで放
射線科医をしていたのだから放射線科医としてみな
すので，この研究会の世話人として参加するように」
と資格理由を説明して世話人参加を認めてください
ました。その時以来，世話人として研究会に参加さ
せていただいております。
　今回の第32回日本メタリックステント＆グラフト
研究会の特徴は「消化器」をメインに掲げ，消化器内
科医としての私の特色が出るように内容を工夫いた
しました。もちろん大血管ステントグラフトについて
も重要視しました。この研究会では，一般演題，シン
ポジウム，ランチョンセミナー，モーニングセミナー，
技術教育セミナー，当番世話人講演など，盛りだく
さんの企画を用意することができました。多くの皆さ
まに有意義な時間を過ごしていただけるものと確信
いたしております。メタリックステント先駆者の打田
日出夫先生に所縁のある奈良での研究会に多数の方
の御参加をお願いし，御挨拶とさせていただきます。

第32回日本Metallic Stents & Grafts研究会
開催のご挨拶

第32回日本Metallic Stents & Grafts研究会
当番世話人　　小　川　　　薫

順天堂大学保健看護学部　教授　副学部長
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7：50～8：00 開会のことば
 第32回日本Metallic Stents & Grafts研究会　当番世話人
 小川　　薫（順天堂大学保健看護学部　臨床医学）

8：00～8：35 モーニングセミナー
テーマ「ストーマをなくせるIVR：大腸ステント」

 座　長：小川　　薫（順天堂大学保健看護学部　臨床医学）
 講演者：斉田　芳久（東邦大学大橋病院　外科）
 共　催：センチュリーメディカル株式会社，ガデリウス・メディカル株式会社
 　　　　エーザイ株式会社，ゼオンメディカル株式会社

8：35～8：53 一般演題　Ⅰ．腹部末梢動脈・門脈
 座　長：吉田　哲雄（神奈川県立がんセンター　放射線科）

1） 膵頭十二指腸切除後の門脈出血に対し，門脈ステントグラフト留置が有用であった1例
 名古屋大学　放射線科　鈴木耕次郎，他

2） 肝切除後の肝不全症例に生じた肝仮性動脈瘤にステントグラフト留置を行い救命し得た1例
 東京医科大学　放射線科　代田　夏彦，他

3） 術後膵液瘻による上腸間膜動脈根部仮性動脈瘤に対して胆管用カバードステントを  
留置した1例 山梨大学　放射線科　岡田　大樹，他

8：53～9：17 一般演題　Ⅱ．頸動脈・腎動脈など
 座　長：福田　哲也（国立循環器病センター　放射線科）

4） 頸動脈仮性動脈瘤に対する血管内治療：2症例の提示と治療法の考察
 大分県立病院　放射線科　柏木　淳之，他

5） 放射線治療後頸動脈狭窄に対して頸動脈ステント留置術が施行された3例
 永富脳神経外科病院　放射線科　道津　剛明，他

6） 右遺残坐骨動脈瘤に対し，ステントグラフトを用いて治療した1例
 和歌山医科大学　放射線科　佐藤　大樹，他

7） 巨大腎動脈瘤へのcovered stent留置が有効だった1例
 帯広厚生病院　放射線科　森田　　亮，他

9：17～9：41 一般演題　Ⅲ．大血管1
 座　長：原田　裕久（東京歯科大学市川総合病院　心臓血管外科）

8） Gore TAG slow-deploymentの試みとその有効性
 京都府立医科大学　心臓血管外科学　岡　　克彦，他

9） 高度粥状硬化（shaggy aorta）症例の大動脈ステントグラフト内挿術における 
temporary extracorporeal filtered AV shuntを用いた遠位塞栓症予防

 大分岡病院　放射線科　首藤利英子，他

6月7日（土）　ホテル日航奈良（飛天・1）
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10） 傍腎動脈大動脈瘤症例に対するステントグラフト留置の工夫
 順天堂大学医学部附属静岡病院　心臓血管外科　齋藤　洋輔，他

11） 鈍的外傷に伴う大動脈分枝損傷に対して大動脈ステントグラフト留置を行った2例
 兵庫県立淡路医療センター　放射線科　魚谷　健祐，他

9：41～10：05 一般演題　Ⅳ．大血管2
 座　長：丹原　圭一（順天堂大学静岡病院　心臓血管外科）

12） 巨大内腸骨動脈瘤に対し，NBCAによるproximal embolization併用下にEVARを  
施行した1例 東邦大学医療センター佐倉病院　放射線科　粕谷　秀輔，他

13） 総腸骨動脈瘤を伴った腹部大動脈瘤破裂に対する緊急ステントグラフト留置（EVAR）に
て，Amplatzer Vascular PlugⅡ（AVPⅡ）を用いた内腸骨動脈塞栓が有用であった1例

 平塚市民病院　外科　秋好　沢林，他

14） 解離性大動脈瘤破裂に対して，ステントグラフト内挿術後に偽腔をコイル塞栓した1例
 三重大学医学部附属病院　放射線科　茅野　修二，他

15） 食道癌CRT後の食道大動脈瘻に対して大動脈ステントグラフトを挿入し，出血死を  
回避し得た2例 浜松医科大学　消化器内科　宮津　隆裕，他

10：05～10：23 一般演題　Ⅴ．大血管3
 座　長：田島　廣之（日本医科大学　放射線科）

16） 腰動脈を経由したEVAR後TypeⅡエンドリークに対する経動脈的塞栓術
 熊本大学大学院　放射線診断学分野　田村　吉高，他

17） Zenith stentgraft 2000破損・修復の1例
 日本医科大学　放射線科　小野澤志郎，他

18） 自作IBDを用いてEVARを行った1例
 三重大学　放射線診断科　加藤　憲幸，他

10：23～10：47 一般演題　Ⅵ．胆道・消化管
 座　長：荒井　保明（国立がん研究センター中央病院　放射線科）

19） 肝門部covered stent留置に際して経皮的な左右胆管バイパス作成により肝両葉の  
胆管経路を確保し得た胃がん術後再発による胆管閉塞の1例

 東大阪市立総合病院　放射線科　古市　欣也，他

20） 保険適応後に行った十二指腸ステント留置術に関する検討
 順天堂大学練馬病院　消化器内科　井草　祐樹，他

21） Niti-Sカバー付胃十二指腸ステントの留置経験
 札幌厚生病院　第二消化器科　平山　　敦，他

22） 腸閉塞を伴った切除不能進行・再発大腸癌に対するステント留置術と術式別人口肛門  
造設術の比較 順天堂大学　下部消化管外科　河合　雅也，他

10：47～11：47 シンポジウム
テーマ「消化器ステント治療の進歩」

 司　会：斉田　芳久（東邦大学大橋病院　外科）
 　　　　菊山　正隆（静岡県立総合病院　消化器科）

1） 悪性中下部胆道閉塞に対する12㎜径胆道ステントの有用性と安全性の検討
 静岡県立総合病院　消化器科　白根　尚文，他

2） 非切除肝門部悪性胆道狭窄に対するMetallic stentのAxial forceとメッシュ間隙の  
違いによる検討 岐阜市民病院　消化器内科　中島　賢憲，他

3） 悪性上部消化管狭窄に対する胃十二指腸ステント留置術
 札幌厚生病院　第二消化器科　平山　　敦，他

4） 進行胆膵癌における十二指腸ステント治療の位置づけとその変化
 神奈川県立がんセンター　消化器内科・肝胆膵　小林　　智，他

5） 悪性胃十二指腸閉塞に対する内視鏡的十二指腸ステント留置術の検討
 川崎医科大学　総合内科学2（消化器内科）　後藤　大輔，他

6） 当院における大腸ステント手技成績
 八尾徳洲会総合病院　消化器内科　平川　富夫，他

7） 大腸癌イレウスに対する術前金属ステント留置術の有用性について
 医療法人彩樹　守口敬任会病院　外科　島田　　守

11：47～12：00 当番世話人講演
テーマ「過去32回の演題分析」

 座　長：吉川　公彦（奈良県立医科大学　放射線科）
 講演者：小川　　薫（当番世話人　順天堂大学保健看護学部　臨床医学）

12：05～12：50 ランチョンセミナー（日本IVR学会・日本MS&G研究会合同）
テーマ「Present status and future trend of Aortic Stent-Grafts in Europe」

 座　長：小川　　薫（順天堂大学保健看護学部　臨床医学）
 講演者：Prof. Dr. Thomas Pfammatter
 　　　　スイス・チューリッヒ大学医学部　放射線科　教授
 　　　　Thomas Pfammatter, M.D. E.B.I.R., F.C.I.R.S.E
 　　　　Professor and Head of Interventional Radiology
 　　　　Department of Diagnostic Radiology and Interventional Radiology
 　　　　Zurich University Hospital, SWITZERLAND

12：50～12：55 閉会のことば
 小川　　薫（順天堂大学保健看護学部　臨床医学）

13：00～17：00 技術教育セミナー（日本MS&G研究会・日本IVR学会合同）
1） Vascular Session　13：00～15：00
 「大動脈ステントグラフト内挿術のTips」

 モデレータ：伴野　辰雄（藤田保健衛生大学　放射線科）
 講師：福田　哲也（国立循環器病センター　放射線科）
 　　　堀　　祐郎（昭和大学藤が丘病院　放射線科）
 　　　本郷　哲央（大分大学　放射線科）

2） Non- Vascular Session　15：00～17：00
 「消化管ステント」

 モデレータ：齋藤　博哉（札幌東徳州会病院　画像・IVRセンター）
 講師：宮山　士朗（福井県済生会病院　放射線科）
 　　　稲葉　吉隆（愛知がんセンター中央病院　放射線診断科）
 　　　佐々木　隆（東京大学　消化器内科）

　

6月7日（土）　ホテル日航奈良（飛天・2）
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